「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第４回学童期思春期部会　摘録案
１　日　時：平成２１月１月１６日（金）１０：００～１２：００
２　場　所：元生祥小学校１０３教室

３　参加者：（学童期思春期部会）：井越部会長，井上，木村（代理），砂田，瀬戸，中川，
中東，三宅，山縣
　　　　　 （全体統括部会）　 ：浅野，國場，塚原，西岡，長谷川，藤本，山下（早）
（五十音順・敬称略）
４　次　第：（１）挨拶

　・部会長
（２）配布資料の説明
（３）討議
 ・学童期思春期部会プログラムの骨子について

　　　　　　　　　（他都市事例を参考に，プログラムに盛り込む課題・テーマ等の整理，エピソード等の検討）
　　　　　　　　　・学童期思春期部会プログラムの素案について

　　　　　　　　　（年代に関わらず，全ての親を対象とした「テーマ」に対するプログラム素案の検討）

１　挨拶（部会長）
年度末に入り，公私とも忙しい時期となるが，プログラムの作成に向け，ご協力をお願いする。本日も，活発な議論をお願いしたい。
２　配布資料の説明
　　　事務局から，配布資料の説明。
　　　　　

３　意見交換

部会長　　　まず，事務局から，「プログラム骨子」の後半部分についての説明をお願いする。
事務局　　　「学童期思春期部会プログラム骨子」としてまとめている「伝えたいねらい・考えたいテーマ」の「学童期思春期の子を持つ親に該当するテーマ」について，他都市のプログラムの事例も交えて説明。
部会長　　　今，挙がっている7つのテーマについてご意見をお願いしたい。
委員　　　　子どもの学校生活に対して不安を持つ親へのサポートからスタートして，子どもの成長のそれぞれの場面で，親としてどうサポートしていけば良いのかを伝えることが大切。そして，後半では，子ども自身が人生について考え，「どう（何に）なりたいか」等のイメージを持てるように，またそのイメージを大切に出来るような親の関わり方を示すことも重要。

現在挙がっているテーマの一つ一つは，それぞれ大切だが，それらを全体としてまとめるような趣旨の目標が必要。
特に，「かけがえのない存在」の大切さ，そしてどう生きていきたいかを考える語り合いが生まれると良い。

委員　　　　それぞれのワークショップの中で，参加者同士が意見交換を行うだけなく，子どもの成長過程に合わせた発達・発育等に関して，保護者として「知っておいた方が良いこと」を伝えていくべき。
例えば，思春期の子どもに「反抗期」があるのは当たり前といった成長過程で当然起こることも，知っているのといないのとでは親の受け止め方が違ってくる。
また，テレビやビデオの影響についても，早い時期から知識を持っているのと，何も知らないのとでは，対応が違う。
委員　　　　親として，基本的な知識を持つために，子どもの成長に合わせたしっかりとした話を，資料として読んでもらうだけなく，直接聴くことも必要。
今，思春期の子どもとしっかりと話ができない親がいる。親自身が，思春期の子どもの心身の状態について知識を持つことで，対応できるようになる。
委員　　　　子どもの発達段階に応じた心や身体の特徴について伝えていくことは大事。
委員　　　　河合隼雄先生は，エッセーの中で「『中学生の時は“さなぎ”のようなもの』で，親が思いつかないところで，突然，怒り出すこともある」といった事例を紹介されている。こうした，参考になる事例やメッセージを知識として盛り込んでいけば，保護者としても心構えになり，精神的な支えになる。
委員　　　　各ワークショップでの話し合いの後の「振り返り」の中で知識を伝えていくことでもよい。
事務局　　　それぞれのワークショップでは，各回のテーマの参考になり，振り返りにおいて，参加者の理解を深めることのできる資料を付けていきたい。

委員　　　　親が子育てで悩むのは，自分が子どもだった頃の様子や記憶（例えば自分には「反抗期」がなかった）と，自分の子どもの現状（例えば，我が子は「反抗期」真っ最中）にギャップを感じ，それが受け止められないときや，子育ての環境が大きく変わった中で，自分が子どもの頃の対処方法では立ち行かなくなったとき等だろう。
従って，ワークショップで自分が子どもだった頃を回想することが多いと，逆に話し合いが停滞することもあり，決して良いとは限らない。
また，ワークショップを通じて，親の子育ての方法に焦点を当てるのか，子どもに焦点を当てるのか，整理が必要。

部会長　　　夫婦の中で，育ってきた環境が異なり，子育てについての考え方が違い，壁にぶつかることもある。
委員　　　　各家庭の状況は異なり，一つの正しい方法があるわけではない。このプログラムに参加して，「これをしたから劇的に変わる」ということではなく，一つのきっかけとして，ゆったりとした　　雰囲気の中で取り組める方がよい。
委員　　　　参加者が自由に話し合う雰囲気をつくれるワークショップを進めていく上では，支援者の力量が大きな要素であり，支援者の育成が大切。
委員　　　　基本的な知識を伝える時は，資料を渡すだけでなく，読み合わせる等も必要。
プログラムの参加者は，「結局，自分でやるしかない」ことに気付いていかれるが，その前提として，自分がやっていることを自由に話せて，それが「受け止められている」と感じられる雰囲気が大切。
小・中学生の子の親になれば，乳幼児期に比べて，親同士のつながりも希薄化する。例えば，自分の隣の親が，自分と同じことで悩んでいたとしても，それに気付かない。
「親はこうすべき」と言われるよりも，「何でも話してＯＫ」と思える話し合いの中で，「自分もこうしてみよう」と気付き合える場になるとよい。
委員　　　　保護者の居場所づくりのきっかけとして，このプログラムを位置付けることが大切。保護者同士の井戸端会議を通して，悩みを受け止めてくれる人間関係ができれば良いと思う。
基本的な知識を伝えることは大切だが，あまり決めつけになると，ゆったりとした人間関係づくりの逆効果になることもある。資料編の中で，基本的な知識についても振り返ってもらえる程度が良いのではないか。
委員　　　　プログラムのテーマとしては，小学生と中学生で区切れるものではなく，成長の連続性を見据える必要がある。
例えば，「反抗期」は，中学生になってからではなく，小学生の中学年から始まっているし，「進路選択」にしても，中学３年生になってから急に対応するのではなく，小学生の段階からしっかりと自分の将来について考えることが大切であり，親の役割も大きい。

　　　　　　小・中のいずれにも，同じ視点のテーマがあることが望ましい。

また，「子ども自身の，他者との人間関係づくりを支え，見守る親の関わり方」というテーマは，「子どもたちの人間関係づくりの力」が弱まっている今日，これからの子育ての中で，大変重要になる。しかし，子どもの人間関係は，親にとっては解かり難く見えない部分があるので，難しいテーマだが，充分に開発していく必要がある。
　

委員　　　　中学生の子を持つ親にとっては，「自分の子どもが，勉強ができるか？」という視点に関心が高まる。そこで，「生活リズム」の確立というテーマの中で，「家庭学習の習慣」の大切さも盛り込んでおき，このことが，後の学力のベースになることを伝えておくとよい。
また，子どもの人間関係が希薄で，人との関わり方が下手で表面的である。友だちグループを渡り歩いては，違うグループの悪口を言って，結局どこのグループからも外され，不登校になることもある。
親の人間関係が反映されている場合もあるが，親が子どもの人間関係づくりを支える視点は重要。さらに，こうしたワークショップをきっかけに，親自身が自分の生活や生き方を振り返ることができるような深い話ができることが望ましい。

部会長　　　様々なテーマがあるが，それぞれは突然発生するものではなく，子どもの成長過程の中で繋がっている。
　　　　　　人の話を聞いたり，認め合いながら，自分のことをさらけ出せる人間関係が基礎になる。
委員　　　　ワークショップの中心は，人間関係づくり。
自分の過去を振り返ることで，それまで封印していたことが溢れ出して収拾がつかなくなったり，逆にその事で予期せぬ効果があることもあるが，「振り返り」が多いと一長一短はある。


部会長　　　議論を，具体的なワークショップの進め方，ワークシートの内容に移していきたい。
　　　　　　事務局から，素案の説明をお願いする。

事務局　　　前回の部会での「全ての親に共通するテーマ」に対するご意見を下に，テーマを整理し，５つの視点についてプログラム素案を作成した。設定している時間等はあくまでも叩き台である。
委員　　　　例えば２時間で，これだけ伝えなければならない，といったことではなく，参加者が，自由に意見交換ができ，打ちとけ，気持ちよく話をして帰ってもらえることが大事。話し合うことと，自分に合うものを考えることが大切なので，シートに書き込むことや資料を見るのは後でもよい。
裏面に，今の子どもたちの現状がわかる参考資料があり，持ち帰って活用できれば望ましい。

委員　　　　話し合いの目的は，自分を知ること。参加者が自分のことを話せるようにするためには，支援者手引の素案にある３つの原則のような，話し合いにおける一定のルールがあることが大切。
委員　　　　聞くだけの学習の定着率は１割，話し合いだと４割，実際に体験することで８割，伝えることで９割になる。
基本的な知識を学ぶための講義はあってもよいが，講義だけでは学びの定着率は低い。そのテーマについて話し合い，また，実際に体験することや人に伝えることで理解が深まる。講義部分は大切なポイントだけに絞って５分程度とし，その後話し合いを進めるワークショップの流れがよいだろう。
委員　　　　アイスブレイクは，参加者同士が話しやすい雰囲気をつくるためのものなので，プログラムのテーマに直結するようなものではなく，気楽に楽しくできるものが望ましい。

事務局　　　プログラム素案で示したワークシートのエピソード事例等について概略を説明。

委員　　　　ワークシートのエピソードが，性役割を固定化しているイメージを受けたり，ネガティブな視点のエピソードが多い印象がある。
委員　　　　あまりエピソードが書かれていると，そのエピソードに関連した話に固執して，離れられないのではないか。
委員　　　　実際のワークシートの中には具体的なエピソードを書き込まず，支援者が，その場に応じてエピソードを紹介する進め方もある。ワークシートの流れに従って「書きましょう」とするよりも，メモを残せる程度で良い。あまり流れが固まりすぎていると，参加者の議論や自由な雰囲気を拘束する結果になる。
委員　　　　以前にワークショップを行った時，最初に参加者が一人ずつ話をすることで，お互いに思いを共有し，輪が広がった。
第１回目に活用するワークシートは，大まかな時間配分にして，話し合ってもらえる時間を多く持つほうが良い。
委員　　　　ワークシートを埋めることが目的ではない。書くよりも話し合うことが大切。ワークシートは少し考えてもらうためのメモである。

委員　　　　最初から結論が見えるワークショップは，話し合い自体が進まない。
例えば，食育について考える場合でも，「朝食が必要」ということは誰もが分かっていて，でもそれができないから悩んでいる。そこで，簡単なレシピ等の具体例が示されていると，参加者が「やってみようかな」という気持ちにもなる。ワークシートで，大切なことを考えるだけでなく，そういった工夫も必要。

また，自分の過去への振り返りや現実を直接話すことでしんどくなることもある。楽しくワークショップを進める中で，振り返れたり気づいたりできることもある。

委員　　　　第１回目のプログラムは，次も参加したいかどうかを決める大切なもの。昔を振り返ったり，思いを書いたりすることで，苦しかったときのこと等を思い出すことが多いと，しんどくなる。
例えば，「子どもが生まれた頃のこと」ぐらいのテーマで，皆で持っているネタを出し合って，認め合うことから始めて，明日からできることを話し合えればよい。
委員　　　　埼玉県のプログラム４－２にあるように，「最低これだけでも」ということが書いてあると，保護者もホッとするのではないか。

委員　　　　プログラムの利用方法は，どこから順番ということではなく，その時々の集まりのメンバーを見て，的確なテーマをピックアップするやり方が良い。
それぞれの会で，最初のアイスブレイクを工夫し，参加者が打ち解けあえる雰囲気をつくることが必要。

委員　　　　ワークショップの最後には，他の講座等も紹介できるようにしていけば，繋がりができる。
委員　　　　「アイスブレイク」のパッケージバリエーション等を支援者が持てるようにすれば良い。
委員　　　　支援者向けの資料が重要。参考となる資料や進め方をしっかりと載せておく等が大切になる。

また，ワークシートの導入部分にある囲みの中のリード文に，結論的なことが書いてあると，後の話し合いに入り難いのではないか。

　　　　　　ただ，テーマに沿ったエピソードは１，２例載っている方が良い。

委員　　　　自分の子育てに自信がないと感じている参加者が，「～すべき」ことが書かれているタイトル　　や見出しを見ると，自分は「～できていない」と落ち込むので，書き方に工夫が必要。
　
委員　　　　支援者手引の現在の案では，進め方がパターン化されているように感じる。支援者が進め方にバリエーションを持って進められるようにすることが望ましい。
委員　　　　支援者も，一つの基本を身につけて，そこからバリエーションを増やしていけるようすれば良い。

委員　　　　経験上，時間については９０分程度の枠を基本にしておけばよいのでは。

委員　　　　一度，プログラムのワークショップを何処かでモデル的に実施してみると，内容や進め方，時間配分について何が良いか考える機会になる。

委員　　　　まず，全体を揃えて，そこから補足したり，削除したりする作業が必要になる。
事務局　　　ワークシートへ盛り込む内容の整理や，支援者用シートの充実等，今回いただいたご意見を踏まえて，修正した素案を元に，２月上旬に第５回目の部会を開催させていただく。そこでの議論を経て，２月下旬か３月上旬には，全体会の委員の皆様にも御議論いただく予定なので，時間がない中ではあるが，よろしくお願いしたい。
　　　　　　本日の素案に対する他のご意見等，適宜ＦＡＸ等でお知らせいただきたい。
